
  

 

平成２８年度設備運転実績（プラント別） 
 

項目 
 

プラント 

発電時間 

（時間） 

発電電力量 

（億ｋＷｈ） 

時間稼働率 

（％） 

設備利用率 

（％） 

定格熱出力一定運
転による電気出力
の増減分※１（％） 

美 

浜 

発 

電 

所 

１号機※２ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

２号機※２ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

３号機 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

高 

浜 

発 

電 

所 

１号機 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

２号機 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

３号機 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

４号機 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

大 

飯 

発 

電 

所 

１号機 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

２号機 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

３号機 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

４号機 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

合 計 平  均 

※１：設備利用率に含まれる値 

※２：美浜１、２号機については、平成２７年４月２７日付で廃止 

注：発電電力量は切り捨て、その他は四捨五入。合計・平均は、切り捨てまたは四 

捨五入により一致しないことがある 

注：発電電力量は切り捨て、その他は四捨五入。合計・平均は、切り捨てまたは四捨五入
により一致しないことがある

表－１ 



平成２８年度 原子力発電所の運転状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表－２ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

平成２８年 平成２９年

２号機
〔117.5万kW〕

４号機
〔87.0万kW〕

２号機
〔82.6万kW〕

３号機
〔82.6万kW〕

２号機※

〔50.0万kW〕

１号機※

〔34.0万kW〕

４号機
〔118.0万kW〕

美
浜
発
電
所

高
浜
発
電
所

大
飯
発
電
所

３号機
〔118.0万kW〕

１号機
〔117.5万kW〕

３号機
〔87.0万kW〕

１号機
〔82.6万kW〕

年月

【凡例】 （ ）内の日数は、発電停止日数：運転期間 ：定期検査・計画停止期間 ：調整運転期間 ：事故等による停止期間

第２５回定期検査

プラント

第２７回定期検査

第２２回定期検査（平成28年12月9日～定期検査開始）

第１６回定期検査

第２７回定期検査

第２４回定期検査

第２４回定期検査

第２７回定期検査

第２５回定期検査

第２０回定期検査

（平成22年11月24日～定期検査開始）

（平成23年1月10日～定期検査開始）

（平成23年1月10日～定期検査開始）

（平成23年12月18日～定期検査開始）

（平成23年5月14日～定期検査開始）

（平成23年11月25日～定期検査開始）

（平成23年7月21日～定期検査開始）

（平成22年12月10日～定期検査開始）

（平成23年12月16日～定期検査開始）

第１５回定期検査

（平成25年9月2日～定期検査開始）

（平成25年9月15日～定期検査開始）

再稼動禁止の仮処分命令に伴う運転停止（～平成29年3月28日）

※美浜１、２号機については、平成２７年４月２７日付で廃止。法律上、定期検査は廃止措置計画の認可を受けた日をもって終了とみなされる。
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平成２８年度 主要設備の増設改造工事実績 
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主な新規制基準対応工事の実施状況 
規則※１ 工事件名 工事概要 進捗状況 

第４条 
(地震による損傷の

防止) 

使用済燃料ピットクレ
ーントロリ取外 
工事 

使用済燃料ピットクレーン本体の落下防止対策とし
て、使用済燃料ピットクレーンのトロリを取り外す
とともに、耐震補強を行う。 

(実施済) 
大飯３，４号機高
浜３，４号機 

消火水系統バックアッ
プタンク設置工事 

既設消火水系統のバックアップとして、基準地震動
の見直しを踏まえた消火水系統のタンクおよび配管
を新たに設置する。 

(実施済) 
大飯３，４号機 
高浜３，４号機 

海水取水設備移設 
工事 

耐震安全性向上のため海水取水設備が設置されてい
る海水ポンプ室、海水管トレンチの地盤支持性能を
向上させるため、強固な地盤に移設する。合わせて
海水取水ルートを変更する。 

(実施中) 
大飯１，２号機 

燃料取替用水タンク他
取替工事 

基準地震動の見直しを踏まえ燃料取替用水タンク等
の耐震裕度を向上させるため、増板厚タンクに取り
替える。 

(実施中) 
高浜１，２号機 

第５条 
(津波による損傷の

防止)  

防潮堤・防護壁設置 
工事 

津波防護対策として、防潮堤・防護壁等を設置す
る。高浜発電所については、取水路部に防潮ゲート
を設置するとともに、放水口周辺の地盤改良を実施
する。 

(実施中) 
美浜３号機 
大飯発電所 
(実施済) 
高浜発電所 

第６条 
(外部からの衝撃に

よる損傷の 

防止) 

竜巻飛来物防護設備 
設置工事 

設計上想定される竜巻による飛来物等に対し、重要
度の高い安全機能を有する機器や建屋を防護するた
めの設備を設置する。 

(実施中) 
美浜３号機 
大飯１～４号機 

(実施済) 
高浜３，４号機 

第８条 
(火災による損傷の

防止) 
炎感知器等設置工事 

火災のさらなる早期検知の観点から炎感知器等を設
置する。 

(実施中) 
美浜３号機 
高浜１，２号機 
大飯１～４号機 

(実施済) 
高浜３，４号機 

第９条 
(溢水による損傷の

防止等) 

内部溢水対策工事 

地震により耐震裕度が低い機器の全数が破損し、系
統保有水が漏えいした場合等でも、安全重要設備に
影響を及ぼさないよう、漏えい水（溢水）の伝播経
路となる壁貫通部の止水処理や床のドレン目皿への
逆流防止対策等を施工する。 

(実施中) 
美浜３号機 
大飯１～４号機
(実施済) 
高浜３，４号機 

第12条 
(安全施設) 

格納容器スプレイライ
ン逆止弁設置工事 

格納容器スプレイリングに接続する供給配管のう
ち、片系列の供給配管が万一破断した場合にも充分
なスプレイ水を確保できるよう、逆止弁を設置す
る。 

(実施済) 
大飯３，４号機 

第26条 
(原子炉制御室等) 

自然現象監視カメラ他
設置工事 

中央制御室において津波襲来等の自然現象による敷
地内設備への影響を把握するため、耐震性を有した
建屋等にカメラやケーブルおよび潮位計を設置す
る。また、大飯発電所について、津波高さの変更を
踏まえた潮位計を追加設置する。 

(実施中) 
美浜３号機 
(実施済) 
大飯発電所 
高浜３，４号機 

第33条 
(保安電源設備) 

非常用ディーゼル発電
機燃料油タンク増設工
事 
(規則第57条にも該当) 

非常用ディーゼル発電機用に貯蔵しておく燃料の裕
度を確保するため、１ユニットで７日分の連続運転
に必要な容量以上を確保するため、燃料油タンクを
新規に設置する。 

(実施中) 
美浜３号機 
大飯１，２号機 
(実施済) 
大飯３，４号機 

 

 

 

別紙 



第35条 
(通信連絡設備) 

統合原子力防災ネ
ットワーク用衛星
通信サービス追加
工事 

社外連絡の多様性を図るため、統合原子力防災ネット
ワークに衛星系回線を接続する。 

(実施済) 
美浜３号機 
大飯発電所 
高浜発電所 

ＩＰネットワーク
構成変更工事 

原子力系電力保安用ＩＰネットワークの通信拠点を、
原子力事業本部・美浜発電所から、新綾部変電所・嶺
南変電所へ変更し、地震・津波による拠点同時被災を
避ける構成にするとともに、光回線の他にマイクロ無
線回線もバックアップとして利用できるよう、通信手
段・回線を多様化する。 

(実施済) 
美浜３号機 
大飯発電所 
高浜発電所 

第37条 
(重大事故等の拡大の 

防止等) 

原子炉下部キャビ
ティ防護堰設置 
工事 

重大事故時に原子炉下部キャビティに落下した溶融炉
心が、コンクリートで覆われていない側面ライナプレ
ートに直接接触するのを防止するため防護堰を設置す
る。 

(実施済) 
大飯３，４号機 

第42条 
(特定重大事故等対処施設) 

特定重大事故等対
処施設設置工事 

意図的な航空機衝突等により炉心を冷却する設備等が
機能喪失し、炉心に著しい損傷が発生した場合におい
て、格納容器の破損を防止するために必要な特定重大
事故等対処施設を設置する。 
<設置施設> 
原子炉格納容器の破損を防止するために必要な設備と
して、注水設備（ポンプ等）、緊急時制御室、電源設備
（発電機）、原子炉格納容器過圧破損防止設備（フィル
タ付ベント）を設置 

(実施中) 
大飯３，４号機 
高浜３，４号機 

第43条 
(重大事故等対処設備) 

可搬式代替設備の
屋外給電・給水用
接続口追加設置 
工事 

シビアアクシデント対応で設置した可搬式代替設備
の、給電（電源接続盤）用接続口の改造および給水用
配管を敷設する。 
①給電用接続口は、電源接続盤へのケーブル接続を簡
易化するとともに、電源ケーブルは耐震性を有する電
線管で敷設する。 
②給水用接続口は、給水ホースを使用している箇所に
ついて、耐震性を有する配管を敷設し恒設化する。 

(実施中) 
美浜３号機 
大飯１，２号機 
(実施済) 
大飯３，４号機 
高浜３，４号機 

第44条 
(緊急停止失敗時に 

 発電用原子炉を未臨 

 界にするための 

設備) 

ＡＴＷＳ緩和設備
設置工事 

運転時の異常な過渡変化時において原子炉の運転を緊
急に停止することができない事象が発生するおそれが
ある場合又は発生した場合において、原子炉を未臨界
に移行するための設備（ＡＴＷＳ緩和設備）を設置す
る。 

(実施中) 
美浜３号機 
大飯１，２号機 
(実施済) 
大飯３，４号機 
高浜３，４号機 

第45条 
(原子炉冷却材圧力バ 

ウンダリ高圧時に 

発電用原子炉を冷却 

するための設備) 

可搬式代替直流電
源設備配備 
(規則第57条にも該当) 

重大事故等によって常設の直流電源系統が機能喪失し
た場合、原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するため
の加圧器逃がし弁駆動用として、可搬式代替直流電源
を配備する。 

(実施済) 
美浜３号機 
大飯１～４号機 
高浜３，４号機 

第46条 
(原子炉冷却材圧力 

バウンダリを減圧 

するための設備) 

加圧器逃がし弁制
御用空気代替ライ
ン設置工事 

全交流電源喪失により制御用空気が喪失した場合に、
中央制御室から加圧器逃がし弁の遠隔操作ができるよ
う、窒素ボンベおよび交流電源駆動のコンプレッサー
を併設し、これらから加圧器逃がし弁作動用空気を供
給する配管および弁等を設置する。 

(実施中) 
大飯１，２号機 
(実施済) 
美浜３号機 
大飯３，４号機 
高浜３，４号機 

第47条 
(原子炉冷却材圧力 

バウンダリ低圧時に 

発電用原子炉を冷却 

するための設備) 

代替低圧注水ポン
プ設置工事 
(規則第 4,49,51,54 条

にも該当) 

原子炉補機冷却水系統の機能および電源が喪失した場
合においても、原子炉容器および格納容器スプレイの
注水を可能とするため、可搬式および恒設の代替低圧
注水ポンプを設置する。なお、基準地震動の見直しを
踏まえた耐震裕度向上工事を実施する。 

(実施中) 
美浜３号機 
大飯１，２号機 
(実施済) 
大飯３，４号機 
高浜３，４号機 



第48条 
(最終ヒートシンクへ 

熱を輸送するための 

設備) 

大容量ポンプ追加
配備 
(規則第50,55条にも該

当) 

最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備として、
各発電所に大容量ポンプを３台保有するよう追加配備
する。その他、発電所外への放射性物質の拡散を抑制
するための設備として、各発電所に２台ずつ大容量ポ
ンプを配備する。 

(実施中) 
美浜３号機 
(実施済) 
大飯３，４号機 
高浜３，４号機 

第49条 
(原子炉格納容器内 

の冷却等のための 

設備) 

原子炉補機冷却水
系統窒素供給設備
設置工事 

格納容器自然対流冷却に必要となる原子炉補機冷却水
の沸騰防止用の窒素加圧配管が使用できない場合に、
ボンベなどからの窒素供給を行なうため、窒素ボンベ
と配管を設置し既設の窒素系統に接続する。 

(実施済) 
美浜３号機 
大飯３，４号機 
高浜３，４号機 

第50条 
(原子炉格納容器の過圧

破損を防止するための

設備) 

格納容器再循環ユ
ニット海水供給配
管等設置工事 
(規則第4,48,55条にも

該当) 

格納容器内部を冷却する格納容器再循環ユニットや重
要機器の電動機などが冷却できない場合に、海水によ
る冷却を行うため、耐震性を有した海水供給配管等を
設置する。なお、基準地震動の見直しを踏まえた耐震
裕度向上工事を実施する。 

(実施中) 
美浜３号機 
大飯１，２号機 
(実施済) 
大飯３，４号機 
高浜３，４号機 

格納容器代替空気
再循環ファン設置
工事 

大飯１，２号機において、シビアアクシデント時の格
納容器内を冷却するため、格納容器再循環ユニット上
部に専用ファンを設置する。 

(実施中) 
大飯１，２号機 

第52条 
(水素爆発による格 納

容器の破損を防止する

ための設備) 

原子炉格納容器水
素処理装置設置 
工事 

シビアアクシデント時に原子炉格納容器内に発生する
水素の濃度を低減させるため、電源を必要としない水
素処理装置（静的触媒式水素再結合装置）を格納容器
内に設置するとともに、水素処理（触媒反応）状況を
監視するための温度計を設置する。 

(実施中) 
美浜３号機 
高浜１，２号機 
(実施済) 
大飯３，４号機 
高浜３，４号機 

第53条 
(水素爆発による原子炉

建屋等の損傷を防止す

るための設備) 

アニュラス等水素
濃度計設置工事 

シビアアクシデント対応として、格納容器およびアニ
ュラスの水素爆発による損傷を防止するため、炉心損
傷事故時に格納容器で発生した水素および格納容器か
らアニュラスへ漏えいした水素を監視できる設備を設
置する。これらの設備については耐震性を有した建屋
に設置するとともに、ケーブルは耐震性を有する電線
管で敷設する。 

(実施中) 
美浜３号機 
大飯１，２号機 
(実施済) 
大飯３，４号機 
高浜３，４号機 

第54条 
(使用済燃料貯蔵槽の冷

却等のための設備) 

使用済燃料ピット 
冷却用設備等の 
配備 

シビアアクシデント時に使用済燃料ピットの冷却機能
や注水機能が喪失し、または使用済燃料ピットの水位
が低下した場合において、使用済燃料ピット内の燃料
集合体等を冷却する設備等として、消防ポンプやスプ
レイヘッダ等を配備する。 

(実施済) 
美浜３号機 
大飯１～４号機 
高浜１～４号機 

使用済燃料ピット
他 
監視設備改良工事 
(規則第58条にも該当) 

中央制御室にて使用済燃料ピットにおける漏えいを検
知可能とするため、漏えい検知器を設置するととも
に、使用済燃料ピット温度計等を設置する。また、高
浜３，４号機については使用済燃料ピット監視カメラ
冷却装置用配管の恒設化を行う。 
溶融炉心落下時の冷却に必要な水量を下部キャビティ
に保有できていること、および格納容器への注水時に
重要機器の水没を防ぐための注水停止水位を監視する
ための水位計を設置する。 

(実施中) 
美浜３号機 
大飯１～４号機 
(実施済) 
高浜３，４号機 

 
 



 

第55条 
(工場等外への放射性

物質の拡散を抑制す

るための設備) 

シルトフェンス配備 

海洋への放射性物質の拡散を抑制するため、取水

口（路）および放水口にシルトフェンスを配備す

る。 

(実施済) 

美浜３号機 

大飯発電所 

高浜発電所 

放水砲他配備 
発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため、

放水砲およびホースを配備する。 

(実施中) 

 美浜３号機 

(実施済) 

大飯３，４号機 

高浜３，４号機 

第57条 

(電源設備) 

空冷式非常用発電装置遠

隔起動化工事 

中央制御室から空冷式非常用発電装置を起動／停

止出来るよう改造を行う。また中央制御室からの

通信制御ケーブルは耐震性を有する電線管で敷設

する。 

(実施中) 

 大飯１，２号機 

(実施済) 

美浜３号機 

 大飯３，４号機 

 高浜３，４号機 

安全系蓄電池増強 

工事 

福島第一原子力発電所事故の技術的知見等を踏ま

え、不要な負荷の切り離しなしで安全系蓄電池を

８時間使用可能な容量に取り替える。 

また、中央制御室から遠隔で切り離しを行う設備

を設置する。 

(実施済) 

大飯１～４号機 

高浜３，４号機 

可搬型代替電源設備（電

源車）配備 

交流電源喪失時のバックアップ電源として、１ユ

ニットあたり２台の電源車を配備する。また、故

障時や保守点検による台数減のバックアップとし

て発電所全体で１台の電源車を配備する。 

(実施済) 

 美浜３号機 

 大飯１～４号機 

 高浜３，４号機 

緊急時用所内電源設備設

置工事 

電源確保の信頼性向上を図るため、既設建屋の位

置的分散を図った場所に代替所内電気設備を設置

する。 

(実施済) 

大飯３，４号機 

高浜３，４号機 

第58条 
(計装設備) 

電気計装設備信頼性向上

対策工事 

シビアアクシデント時に炉心損傷や格納容器破損

の防止に必要な、ＡＭ監視盤や格納容器スプレイ

ポンプ積算流量計伝送器等の耐震対策を施工す

る。 

(実施中) 

美浜３号機 

大飯１，２号機 

高浜１，２号機 

(実施済) 

 大飯３，４号機 

高浜３，４号機 

原子炉水位計設置 

工事 

耐震性を有する差圧式原子炉水位計の耐震裕度向

上または新規設置を行う。 

(実施済) 

大飯３，４号機 

高浜３，４号機 

第59条 
(原子炉制御室) 

アニュラス循環排気系ダ

ンパ作動用空気ライン改

良工事 

全交流電源喪失により制御用空気が喪失した際の

代替として、窒素ボンベおよび配管を既設の制御

用空気系統に接続し、中央制御室でダンパ操作が

できるようにする。 

(実施中) 

大飯１，２号機 

(実施済) 

美浜３号機 

大飯３，４号機 

高浜３，４号機 



第61条 
(緊急時対策所) 

代替指揮所衛星通信設

備工事 

福島第一原子力発電所事故を踏まえ、緊急時対

策所の機能が使用できない場合の代替指揮所

（Ａ中央制御室側など）において、地震発生時

でも確実に通信連絡可能なよう、衛星回線を用

いた通信連絡設備を整備する。 

(実施済) 

 大飯３，４号機 

高浜３，４号機 

緊急時対策所整備工事 

(緊急時対策所設置工事※３) 

耐震性、耐津波性があり、中央制御室と同時に

機能喪失しない隣接中央制御室横他の場所へ緊

急時対策所を設置する。対策要員が７日間留ま

り、100mSv を超えないよう必要な放射線防護対

策を実施する。また、パラメータ伝送ラインの

耐震化および移設等を行う。 

(実施中) 

大飯発電所※３ 

高浜発電所※３ 

(実施済) 

大飯３，４号機※２ 

高浜３，４号機※２ 
 
※１：実用発電用原子炉及びその付属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則 

※２：３，４号機用の緊急時対策所を１，２号機の原子炉補助建屋内に設置 

※３：１～４号機共用の緊急時対策所として、耐震構造の建屋を新たに設置 

  



 

 

異常事象等について（平成２８年度発生分） 

 

１．法律※１に基づく報告事象※２ 

No プラント 発生日 
事象発生時

運転状況 
事象概要 

運転への 

影響等 

1 高浜3号機 平成29年1月12日 定期検査中 
蒸気発生器伝熱管の渦流探傷検査における

有意な信号指示 
－ 

 
※１：「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（原子炉等規制法）」及び 

「電気関係報告規則（電気事業法）」 
※２：「法律に基づく報告事象」は、「安全協定に基づく異常時報告事象」にも該当する 

 

２．安全協定に基づく異常時報告事象 

No プラント 発生日 
事象発生時

運転状況 
事象概要 

運転への 

影響等 

1 大飯3、4号機 平成29年3月31日 定期検査中 協力会社作業員の負傷 － 

 

３．保全品質情報※３ 

No プラント 発生日 
事象発生時

運転状況 
事象概要 

運転への 

影響等 

1 美浜1号機 平成28年11月8日 定期検査中 
Ａ－充てんポンプ復旧時における水溜りの

発見 
－ 

2 高浜2号機 平成29年1月20日 定期検査中 高浜発電所構内でのクレーンブームの損傷 － 

3 大飯4号機 平成29年2月17日 定期検査中 
Ａ非常用ディーゼル発電機定期負荷試験時に

おける不具合 
－ 

※３：保安活動向上の観点から、産官学において情報共有することが有益である事象のうち、
法律に基づく報告事象および安全協定に基づく異常時報告事象を除いたもの 

  

表－４ 



 

平成２８年度新燃料輸送（受入れ）実績 

プラント 輸送体数 
輸送完了日 

（実績） 
搬出元の施設名 

美浜 

発電所 

１号機 － － － 

２号機 － － － 

３号機 － － － 

高浜 

発電所 

１号機 － － － 

２号機 － － － 

３号機 － － － 

４号機 － － － 

大飯 

発電所 

１号機 － － － 

２号機 － － － 

３号機 － － － 

４号機 － － － 

合計 ０体  

 

  

表－５ 



 

平成２８年度使用済燃料輸送（搬出）実績 

プラント 輸送体数 輸送完了日 輸送目的 輸送先 

美浜発電所 

１号機 － － 

－ － 

２号機 － － 

３号機 － － 

高浜発電所 

１号機 － － 

２号機 － － 

３号機 － － 

４号機 － － 

大飯発電所 

１号機 － － 

２号機 － － 

３号機 － － 

４号機 － － 

合計 ０体  

 

 

 

 

 

平成２８年度低レベル放射性廃棄物輸送（搬出）実績 

発電所名 輸送本数 入港日／出港日 搬出先の施設名 

美浜発電所 
１，６６４本 

（充填固化体１，６００本） 

（均質固化体６４本） 

入港：平成28年11月 3日 

出港：平成28年11月 8日 

日本原燃㈱六ヶ所低レベル 

放射性廃棄物埋設センター 
高浜発電所 

１，４８０本 
（充填固化体１，４８０本） 

入港：平成28年 6月16日 

出港：平成28年 6月20日 

１，５２０本 
（充填固化体１，５２０本） 

入港：平成28年11月21日 

出港：平成28年12月 5日 

大飯発電所 
１，５０４本 

（充填固化体１，５０４本） 

入港：平成28年 7月16日 

出港：平成28年 7月21日 

合計 ６，１６８本 

 

 

表－６ 

表－７ 


